別紙様式
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：警察費　項：警察活動費　目：刑事警察費
	事業名:犯罪捜査費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　警察本部　刑事部　捜査第一課　電話番号：058-271-2424（内4111）

　　　　　　　　　E-mail：c18870@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：13,554千円（前年度予算額：11,935千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　検視業務をはじめ、凶悪事件(殺人、強盗等)、性犯罪、人質立てこもり事件、誘拐事件、窃盗事件等、捜査第一課及び捜査第三課が取り扱う犯罪捜査活動に要する経費
	２　所要経費


（１）検視に要する経費　　　　　10,221千円
　　　行政解剖謝金・検査手数料、検視立会謝金、検案医師傷害保険料、検視用消耗品

（２）犯罪捜査活動に要する経費 　3,333千円
　　　捜査協力報償金、犯罪捜査活動用消耗品、録画装置移設手数料等
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ　安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
　４　犯罪や暴力、事故のない地域をつくる

· 捜査力を充実強化し、新たな犯罪の発生時に即座に対応する
	２　これまでの取組状況


　複雑・巧妙化、広域化する犯罪の捜査において物的証拠の重要性はもちろん、個人識別におけるＤＮＡ型鑑定は、凶悪事件をはじめ、県民の身近な犯罪である窃盗や住居侵入の事件等においても、積極的な活用により事件解決に寄与している。
　また、平成22年中の検視件数は2,386件であったが、犯罪死の見逃し防止のため、検視官の三交替勤務に加え、県下の東部方面を活動範囲とする検死官を多治見警察署に常駐させるなどして現場臨場率の向上を図っている。
	３　これまでの取組に対する評価


　重要犯罪に対する迅速・的確な初動捜査体制を維持し、犯人の早期検挙に向けた、よう撃捜査活動を展開するとともに、今後も犯罪死の見逃し防止を図るため、検視官の臨場率の向上をめざす。
	１月２０日時点の調査額の考え方


国予算の状況を踏まえ所要額を計上します。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	11,935
	1,687
	
	
	
	
	
	
	10,248

	要求額
	13,554
	2,196
	
	
	
	
	
	
	11,358

	1月20日時点査定額
	12,100
	2,196
	
	
	
	
	
	
	9,904

	決定額
	12,100
	2,171
	
	
	
	
	
	
	9,929








